
令和４年１月定例教育委員会 会議次第

日時 令和４年１月６日（木）

午前９時から

場所 北庁舎 第５会議室

１ 開会宣言

２ あいさつ（教育長報告）

３ 議事録署名者の指名

（安藤委員）

４ 報告事項

⑴ 後援・推薦名義専決処分の報告 〔資料１ 教育総務課〕

⑵ 教育委員会及び関係各課からの報告

ア みどりの推進課（平成こども塾） 〔資料２〕

イ 文化の家 〔資料３〕

ウ 中央図書館 〔資料４〕

エ 給食センター 〔資料５〕

オ 生涯学習課 〔資料６〕

カ 教育総務課 〔資料７〕

５ 決定承認及び報告事項【非公開】

⑴ 学区外・区域外就学許可の認定

⑵ 就学援助の認定及び認定者数報告

６ 今後の予定

⑴ 合同校長会

１月１２日（水）午前９時から 会議室Ｈ

⑵ １月意見交換会

１月２０日（木）午前９時から 第５会議室

⑶ ２月定例教育委員会

２月３日（木）午前９時から 第５会議室

⑷ ２月意見交換会

２月１８日（金）午前９時から 会議室Ｈ



No. 申請日 申請者 事業名 開催期日・会場 事業の目的・対象・内容等 入場料等
新規
継続

前回実績 審査結果 

1 R3.11.22
瀬戸市役所まるっと
ミュージアム課　
課長 川原知佐栄

愛・地球博開催継承事業　
瀬戸蔵ロボットアカデ
ミー「春休みロボット
ワークショップ＆瀬戸蔵
からくりロボコン２０２
２」

R4.3/25～R4.3/27

瀬戸蔵

目的：愛・地球博開催都市、また、ものづくり文化が
育まれるまち瀬戸として、未来を担う子どもたちに、
ロボットを通じて、ものづくりの喜び、チャレンジす
ることの楽しさを伝えること

対象：未就学児から大人

内容：ロボットに関するワークショップや、小学生が
作成したロボットのコンテストを開催

無料

ただし、ワーク
ショップ参加者
は、教材費2～
3,000円が必要

継続
４年目
（新規
扱い）

後援
R2.5.21

後援　
R3.12.10　
専決処分

書類完備
指摘事項なし

2 R3.12.13
特定非営利活動法人　
メタセコイアの森の
仲間たち　永吉剛

清流王国郡上・春休みこ
どもキャンプ(２０２２)

R4.3/26～R4.4/5

岐阜県郡上市内

目的：都市の子どもと郡上の子どもが一緒にキャンプ
を行うことで、自然や文化などに親しみ、集団活動の
在り方や公衆道徳などの体験を積み、知識や技能の習
得とともに思考力・判断力・表現力などを育成し、
「生きる力」を身に付けること

対象：東海地方在住の小学１年生から中学３年生まで

内容：２泊３日のフリーキャンプの開催

36,800円
継続
３年目

後援　
R3.9.10

後援　
R3.12.21　
専決処分

書類完備
指摘事項なし

後援・推薦に係る審査結果報告書
資料１



みどりの推進課報告事項（１２月実施）
平成こども塾プログラム

№ 日 曜日 プログラム名 定員 子ども 大人 未就学 備考
1 4 土 餅つき(中止） 15

2 4 土
こどもファーム(レタ
ス・ブロッコリーの収穫）

　　　　　　　　(追加）
年間会員24 14 9 2 

3 5 日 鳥凧を作って飛ばそう 15 9 9 0 

4 11 土 こどもファーム(大根・
ブロッコリーの収穫）

年間会員24 15 8 0 

5 12 日
来年の干支作りをしよ
う

15 15 10 1 

6 18 土
こどもファーム(真菜・
キャベツ等の収穫）
 （12/25⇒12/18開催日変
更）

年間会員24 17 9 1 

7 18 土
里山冒険クラブ   ｢ナ
イフづくり～打つ～」

15 15 11 0 

8 18 土
里山冒険クラブ   ｢ナ
イフづくり～研ぐ～」

15 15 11 0 

9 19 日
暮らしの道具作りと料
理教室   ｢一閑張りと
おせんべい作り」

年間会員15 12 9 0 

計 112 76 2 190
学校連携プログラム

№ プログラム名 備考

1
北小1年
クリスマスツリー作
りと焼き芋

2
西小2年
昔遊びと焼き芋

計 191

（単位/人）　令和3年12月19日現在

日（曜日） 子ども 大人
1日(水)
　～
3日(金)

88 7

14日(火)
  ～
16日(木)

90 6

178 13

資料２



みどりの推進課報告事項（1月実施予定）

平成こども塾プログラム

№ 日 曜日 プログラム名 定員 子ども 大人 未就学 備考

1 6 木 お正月遊び 20

2 8 土 鏡開き 中止

3 8 土
こどもファーム
　　　　　　(追加）

年間会員24

4 15 土 豆腐作り 中止

5 15 土
こどもファーム
　　　　　　(追加）

年間会員24

6 16 日
暮らしの道具作りと料
理教室   ｢アルミの油
引きとお好み焼き」

年間会員15

7 22 土 こどもファーム 年間会員24

8 22 土
ネイチャーゲーム
「木と友達になろう」

年間会員15

9 29 土 こどもファーム 年間会員24

10 30 日
カブトムシの幼虫教室
　　　　　　(追加）

20

計
学校連携プログラム

№ プログラム名 備考

1
南小3年
竹とんぼ作りと焼き
芋

2
東小3年
竹とんぼ作りと焼き
芋

3
北小3年
竹とんぼ作りと焼き
芋

計

（単位/人）　令和3年12月19日現在

日（曜日） 子ども 大人
12日(水)
　～
14日(金)
18日(火)
19日(水)
　～
21日(金)

25日(火)
　～
28日(金)



実施回数 0 0 0 0 0 12 7 6 合計　25

予定回数 2→0 9→0 6→0 0 7→0 16→12 7 6 11 8 合計　72→44

学校連携プログラムの実施 学校連携プログラムの実施

日程等調整 次年度実施内容・日程等調整

事前打合せ（随時） 事前打合せ（随時）

学校連携プログラムの実施 学校連携プログラムの実施

学校連携プログラムの実施（5月～翌年2月）
現講師に知り合いを勧誘してもらう（4月から随時）。
プログラム参加者の保護者への勧誘（4月から随時）
こども塾だより発行及び市ホームぺージ更新（毎月1回 月の下旬発行）
生涯学習情報紙発行 生涯学習情報紙発行

　

令和３年１２月２１日現在

　　　　　　　　　　　　　　　　　令和３年度平成こども塾事業進捗状況管理表 　　　　　　　　　　　　No.１/2

年間スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

学校連携プログラムの実施(中止)

現職教育研修(中止）

学校連携プログラムの実施(中止)

現職教育研修(中止）

大人向けプログラム実施(中止) 大人向けプログラム実施

事業名 課題 目標 実施項目 進捗状況・結果 備　考

1

学校連携プロ
グラム実施事
業

今の子どもは、
地域の歴史、文
化、食等に触れ
る機会がほとん
どない。

長久手の歴史、文
化、食等を子どもた
ちに分かりやすく教
え、体験させる。
（学校連携プログラ
ム数：当初予定72
回）

1  飯ごう炊さんをする。
2  おこしもの作りをする。
3  餅つきをする。
4  五平餅を作る。　
5  焼き芋を作る。
6  カスタネットとどんぐり
 やじろべえを作る。
7  走る木車を作る。　　
8  松ぼっくりのクリスマス
 ツリーを作る。
9  児童、教師に対するア
 ンケート調査

　 1～4のプログラムは、
   文科省の調理実習に関
   する指導内容に基づき
   見送る場合がある。

　「昔の遊び」、「竹と
　んぼ作り」を食のプラ
　グラムに代えて実施

4/ 7  Nハウス打合せ
4/13  第1回小学校連携運営
  委員会開催
4/22  長中校区交流会打合せ
4/30  1学期プログラムの中
  止を決定
6/11  2学期プログラム内容
  変更打合せ(市小3年)
7/13始め5回　2学期プログラ
  ム内容打合せ(長小1年他)
8/3始め4回　 2学期プログラ
  ム内容打合せ(南小5年他)
9/3始め3回　2学期プログラ
  ム内容打合せ(南小2年他)
10/13始め3回　2学期プログ
  ラム内容打合せ(東小1年
  他)
11/10  第２回小学校連携運
  営委員会開催
11/12始め4回　3学期プログ
  ラム内容打合せ(南小3年
  他)
12/16始め3回　3学期プログ
  ラム内容打合せ(北小3年
  他)

多世代とのふれ
あいの場が少な
い。

多世代とのふれあい
の場を設ける(長久
手市立の小学校に通
う児童について、６
年間に３回こども塾
で体験予定)。

上記のプログラム体験を通
じて講師との交流を深め
る。

平成こども塾事
業に関わる講師
の確保が難し
い。

学校連携講師及びサ
ポート隊ボランティ
ア講師の確保(目標
３人)

1　現講師に知り合いを勧誘
  してもらう(随時)。
2　プログラム参加者の保護
  者への勧誘(随時)
3　平成こども塾だより及び
  市ホームぺージ更新(毎月
  1回)、生涯学習情報誌(春
  秋計年2回)等の広報での
  人材募集記事の掲載
4　大人向けプログラムの実
  施(年2回)

1　こども塾だより、市
  ホームぺージ及び子育
  て支援アプリ更新済み
2　生涯学習情報誌(4～
  9月号)で人材募集記事
  を掲載済み
3　4/24、7/3 ボランテ
  ア会員登録
　(各1人。計２人)



1　先進地等見学 打合せ
起案作成（依頼文・案内送付）

プレーパーク先進地見学
お礼状送付・報告書作成

2　講演会の実施
講演内容の概要を調整中 開催準備、契約

講師内定・決定 　
打合せ

講演内容打合せ、タイトル決定等 (7/29) 講演内容最終打合せ
9/27 チラシ作成中 チラシ作成
11/20 講演会実施 周知活動（チラシ配布、WEB配信等）

(11/20)講演会実施、講師料支払起票
ﾆｭｰｽﾚﾀｰ作成

組織化調査及び課題検討　⑴及び⑵について
3  組織化の調査 6/2  アンケート調査依 聞取り意見精査
　⑴　先進市町村や他のプ   依(11施設) 調査依頼(6/2)
　　レーパークへの聞取り 8/31 アンケート集計 情報収集

情報整理・方向性の検討（あるべき姿）
次年度何を行うのか

　⑵　希望者からの相談が
　　あれば随時対応する。

  里山利用課内打合せ プレーパーク全体の情報の蓄積、整理
プレーパーク運営希望者からの相談があれば随時対応する。

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　令和３年度平成こども塾事業進捗状況管理表 　　　　　　　　　　　                 　     No.2/2

年間スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

※　「長久手里山プラン」、「長久手市里山基本計画」及び「平成こども塾マスタープラン」に基づいてそれらの推進を図る。

※　「プレーパークの推進事業」については、令和3年度末をめどに再考する。

事業名 課題 目標 実施項目 進捗状況・結果 備　考

8/8  コロナ禍対策措置
  が継続中のため見学
  を当分の間見合わせ
  る。

7/29 講師決定
   タイトル決定 

7/2 、7/15、9/9
10/1、11/4

2

プレーパーク
(子どもの自
由な遊び場）
の推進

1　プレーパー
  クとは何かが
  地域の人に知
  られていな
  い。

1　プレーパークと
  は何かを地域の
  人に周知する。
 （認知度の向上）

2　プレーリー
  ダーの担い手
  がいない。

2　組織化の調査等



14:00 フレンズ企画Part43　クリスマス・コンサート 108 名

目的 市民企画・市民交流・音楽鑑賞 79.5 %

11:00
14:00

劇団うりんこ　「ベビーシアターまるまる」
19
21
名

目的 ０歳児参加・他市町連携 100 %

10:00
14:00

シネマの楽しみ　「大いなる幻影」
35
37
名

目的 市民参画・交流・映像鑑賞
86
93
%

14:00
14:00

愛知県立芸術大学オペラ２０２１「イドメネオ」
251
255
名

目的 音楽鑑賞・大学連携 100 %

14:00
ふくしであーと／ハートフルハウス　楽家晴
（入所者家族へのオンライン配信）

20
10家族視聴

名

目的 アウトリーチ・フレイル抑制 － %

13:00 第15回吹奏楽フェスティバル（無観客・配信のみ）日東工業協賛事業
延べ視聴者

1,116 名

目的 学校交流・官民連携・学校連携 %

11:00 アートデリバリー／北児童館 名

目的 アウトリーチ・親子参加 %

19:00 メモリアル・コンポ-サーズ３　サン＝サーンス 名

目的 音楽鑑賞・没後記念公演 %

18:30 文化と地域デザイン講座／岐路に立つ指定管理者制度 名

目的 まちづくり・教養・オンライン配信 %

10:00
14:00

シネマの楽しみ　「レベッカ」 名

目的 市民参画・交流・映像鑑賞 %

9:00 南山大学アウトリーチ授業 名

目的 アウトリーチ %

10:00-19:00 アンデゴハンダン展　（公募期間は12/1-1/16) 名

目的 市民参画・作品発表 － %

14:00
18:30
15:00

劇王２０２２～人生を変える20分～ 名

目的 演劇鑑賞・地域交流・人材育成 %

14:00 午後の佇み「歌曲で紡ぐ春の祈り２」 名

目的 平日昼の音楽鑑賞 %

19:00 JAZZ長久手　大西順子カルテット 名

目的 ジャズ音楽鑑賞 %

14:00 ながくて寄席　林家たい平独演会 名

目的 伝統芸能鑑賞 %

文化の家事業報告（１2月）

今後の予定

12/1（水）

12/4（土）

12/9（木）

12/11（土）
12/12（日）

12/17（金）

12/19（日）

12/21（火）

12/22（水）

1/7(金)

1/13（木）

1/18（火）

1/21(金)
-1/28(金)

2/5(土)-6(日)

2/9(水)

2/18(金)

2/23(水)

資料３
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51
68

74
80

86
96

126
138

令和３年度文化の家事業進捗状況管理表

年間スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

小
学
校
で
あ
ー

と
日
程
調
整

シ
モ
シ
ュ
の
０
歳
か
ら
楽
し
め

る
音
楽
会

ク
ー
テ
ダ
ン
ス
コ
ン
テ

ス
ト

⑦⑧
⑨

た
い
よ
う
の
杜

南
児
童
館

ぼ
ち
ぼ
ち
長
屋

ア
ー
ト
チ
ャ
イ
ル

LINE
Instagram

86
103

112
122

148
152

4/21公
式イン
スタ
グラム
発信

6/2公
式

LINE
発信

事業名 課題 目標 実施項目 進捗状況・結果 備　　考

普及啓発

次代を担う子ども等、文
化芸術にふれることが
少ない市民を対象に、
市内に出向いて公演を

行う

小中学校各校
で年1回

であーと
中学校（6-7月）
小学校（2-3月）

２/３　南小学校
２/４　東小学校
２/２４、25　北小学校
3/8　西小学校
3/9、11　市が洞小学校
3/16　長久手小学校
全校4年生対象

4/13　校長会で説明
6/30-7/1　
長久手中学校1年生対象
7/9　　南中学校1年生対象
7/15　北中学校1年生対象

鑑賞体験
子育て世代が生の舞台
芸術に触れる機会が少

ない
3事業

乳幼児が参加でき
る公演を企画

⑦劇団うりんこ
　客席数　21組
　販売率　100％

①人形劇団クラルテ
客席数355席　販売率306枚（86.2％）　　　
入場者278名（79.4％）
②おんぱ2021
客席数230席　販売率230枚（100％）　　　
入場者221名（96％）
③ホール見学SHOW
客席数180席×2回　入場者169/97名
（74％）
④らふぃゆれふぃゆ
客席数170席　入場者154名（90.6％）
⑤シモシュの0歳から楽しめる音楽会　客席
数24席　入場者23名（95.8％)
⑥劇団なんじゃもんじゃ
客席数130席　入場者111名（85.4％）

市民参画事
業

市民の出会いと交流が
少ない

3団体

市民主体の事業を
支援
①キッズダンス
②シネマ倶楽部
③フレンズ

⑫フレンズ企画　市民参
加者15名
⑬シネマ倶楽部　市民参
加　5名

①キッズダンス隊公演
市民参加36名 入場者　 126名(90％)
②シネマ倶楽部　市民参加　10名
③シネマ倶楽部　市民参加　7名
④シネマ倶楽部　市民参加　5名
⑤シネマ倶楽部　市民参加　5名
⑥フレンズ企画　市民参加　15名
⑦キッズサマーシネマ　市民参加　9名
⑧クーテダンスコンテスト　市民参加　27名
⑨シネマ倶楽部　市民参加　5名
⑩シネマ倶楽部　市民参加　5名
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アートのまち
創造事業

文化の家まで足を運べ
ない

10回

児童館、保育園、共
生ステーション、福祉
施設などでコンサー
トなど開催

⑬ほほえみの会20名
⑭ハートフルハウス20名
⑮北児童館

①ふくしでーと（福井医院）参加者25名　
②ふくしであーと（たいようの杜）参加者30名
③ふくしであーと（ハートフルハウス）参加者
25名
④青少年センター参加者20名
⑤上郷児童館参加者16名
⑥市が洞児童館参加者20名
⑦アートチャイルドケア保育園参加者60名
⑧ぼちぼち長屋参加者20名
⑨南児童館16名
⑩愛知たいようの杜20名
⑪愛知たいようの杜50名
⑫愛知たいようの杜60名

情報事業の
推進

市民へのPR不足
SNSの新形態

での発信

ＬＩＮＥによるＰＲ
インスタグラムによる

PR

春日井市ヒアリング
（LINE)
公式インスタグラムの開
始
公式ＬＩＮＥの開始
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長久手市中央図書館 事業報告（１２月分）

おはなし会

　※「1階はなしのひろば」は制限を設けて読み聞かせルームとして提供。（1回につき1組）

他課等への団体貸出

その他

事業名 日時 参加人数

小学生向けおはなし会　ストーリーテリング
（学校連携司書＋学校連携ボランティア協力）

１２／２３（木）
１４：００～１４：３０

人

英語の絵本のおはなし会（レディバグ）
１２／２５（土）

１０：３０～１１：３０
人

乳幼児向けおはなし会〔ブックスタート併用日〕
（職員＋図書館ボランティア協力）

大人のおはなし会〔読書会〕（吾亦紅）

おはなし会スペシャル〔幼児から低学年〕（吾亦紅）

乳幼児向けおはなし会（図書館ボランティア）
保健師育児相談

ブックスタートのおはなし会（職員）

おはなし会〔幼児から低学年〕（図書館ボランティア）

乳幼児向けおはなし会（図書館ボランティア）

閲覧室内企画展示

テーマ 内　容 実　績

お買い物
買い物、商店街、市場など商品に関連す
る本を４０冊程度展示。

11/25～12/19で貸出冊数１２５冊
貸出回転率３１２％
コメント：分類の偏りがないような選書を心掛
け、男女共に予想以上の貸出があり、本を
追加した。

クリスマスの本・ゆく年くる年
クリスマスとお正月（冬）関連の絵本を２５４
冊展示。

11/25～12/19で貸出冊数５０８冊
貸出回転率２００％
コメント：当初１７１冊展示していたが、定番
人気の本のため冊数を増やしてもすぐに棚
が空になった。

植物ってふしぎ!?
冬休みの時期に、草花・木の実などの植
物と自然の関係に興味を持ってもらうよう
な児童書を２６冊展示。

11/25～12/19で貸出冊数５２冊
貸出回転率２００％
コメント：あまり貸出しされていない閉架の本
も面出し展示をすることにより貸し出された。

　放課後子ども教室へ小学生向けの本の
選書

　１２／２２（水）南・北・東・西小学校の放課後子ども教室へ各３０冊（３０日で
ローテーション１２０日間貸出）の選書協力

　適応指導教室「Ｎ－ハウスあい」への本
選書

　１２／２１（火）「Ｎ－ハウスあい」へ３０冊（貸出６０日間）の選書協力

　年末年始特別貸出
　１２／１４（火）～１２／２６（日）
　図書・雑誌・紙芝居　１０冊まで３週間貸出
　視聴覚資料（DVDなど）　２点まで３週間貸出

未実施（各団体等と調整中）

資料資料４



１月の予定

おはなし会

閲覧室内 企画展示

※図書館の開館状況により変更の可能性あり

他課等への団体貸出

○新型コロナウイルス感染症拡大防止について
　【令和４年１月からの開館内容】
　１　制限の上、利用できるサービス
　　⑴　２階学習スペース（多目的ルーム及び会議室）の利用（席数は半減）
　　　　※入室時の利用表記入は取りやめる。
　　⑵　１階閲覧席の利用（席数は削減）　　※雑誌架に座席を追加設置する。
　　⑶　２階特別資料閲覧室の利用（席数２席）
　　⑷　貸館施設（ギャラリー、ＡＶルーム）の利用　　※名簿の作成を取りやめる。
　　⑸　はなしのひろばの利用（１回につき１組、１０分程度）
　２　利用できないサービス
　　⑴　読書室（和室）の利用
　　⑵　ＡＶブースの利用
　　⑶　ウォータークーラーの利用
　３　継続して拡大するサービス
　　⑴　図書館ホームページから本の返却日を延長する「再貸出」を通常１回までのところ制限無しとする。
　　⑵　ブックスタートパック配布の対象年齢を「２歳１か月まで」から「２歳１１か月まで」へ延長する。

事業名 日時・備考

英語の絵本のおはなし会（レディバグ）
１／２２（土）

１０：３０～１１：３０

乳幼児向けおはなし会〔ブックスタート併用日〕
（職員＋図書館ボランティア協力）

おはなし会〔幼児から低学年〕（吾亦紅）

乳幼児向けおはなし会（図書館ボランティア）
保健師育児相談

ブックスタートのおはなし会（職員）

おはなし会〔幼児から低学年〕（図書館ボランティア）

乳幼児向けおはなし会（図書館ボランティア）

テーマ 内　容

１２月の展示を継続

　南児童館へ乳幼児向け用の絵本選書
　１／６（木）南児童館プレイルーム用絵本３０冊（貸出１２０日間）の選書協
力

調整中



令和３年度 中央図書館 事業進捗状況管理表
年間スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
事業名 課題 目標 実施項目 進捗状況・結果 備　考

3
図書館ホーム
ページの充実化

ホームページが
わかりにくい

年間閲覧者数を
16万人以上とする

１.ホームページの更新を年間で
３６回実施する。

２.新規項目を年間で６回掲載す
る。

＜更新内容＞
・年末年始特別貸出
・駐車場案内動画
・新着図書（5回）12/12ま
で

教育振興基本計画
基本施策9「魅力ある
図書館づくり」
①図書館利用の促進

1
新規読み聞か
せボランティア
の育成

読み聞かせの回
数を増やしたい

団体を１団体（１０人）
増やす

１.新規ボランティアを対象とした
勉強会（ボランティア同士の読
み聞かせ披露と意見交換、おは
なし会のプログラム作成など）を
月1回実施。

２.事務局がフォローしながら、
団体を立ち上げる。

３.新規ボランティアによる新たな
おはなし会を実施する。

フォローアップ講座で出
された課題に各自で取り
組んだ。

第２次子ども読書活
動推進計画
基本目標Ⅰ-２-（４）

2
本の展示の実
施

本の魅力を伝える
機会が少ない

テーマ展示本の貸出
回転率を１．２とする
（展示冊数の１．２
倍）

１.図書館員が自身で企画した
展示の実施。

２.閉架の図書も展示図書に組
み込む。

３.選定したテーマに基づき本を
専用スペースに２か月単位で展
示。

４.展示本の位置情報の変更入
力処理や、人目を引くディスプレ
イをし、利用者が手に取りやすく
する。

①棚27番（南玄関）
「お買い物」
②北玄関棚
「クリスマスの本・ゆく年
くる年」
③棚24番（ｶｳﾝﾀｰ前）
「植物ってふしぎ!?」

教育振興基本計画
基本施策9「魅力ある
図書館づくり」
①図書館利用の促進

4 延滞対策事業 延滞本が多い

・月次集計（3日～3
年）時点での延滞冊
数を800冊以内とす
る。
・20日以上30日未満
の延滞冊数を毎月
300冊以内とする。

１.延滞者に督促はがきを毎週
郵送。
白色はがき：15日以上30日未満
黄色はがき：30日以上100日未
満

２.40日以上の延滞者は貸出禁
止措置後、次回貸出時に職員
からの厳重注意（マナーの説
明、イエローカードを渡す）。

３.40日以上の延滞者へ返却日
お知らせメールの周知をする。

４.新規登録者に延滞注意喚
起、返却日お知らせメール周知
をする。

・100日以上の延滞者へ
の封書による督促をし
た。

・延滞者へ督促はがきを
郵送した。
・15日以上30日未満
　　　冊
・30日以上100日未満
　　　冊

・20日以上3年未満（督
促電話）　　　冊

・40日以上（貸出禁止措
置）
　　　冊

延滞者に督促はがきを毎週郵送（通年）15日以上100日未満

新規登録者に延滞注意喚起、返却日お知らせメールを周知（通年）

集計と検証（毎月）3日以上3年未満の合計

ホームページ更新回数

勉強会の実施

テーマ展示本の貸出回転率（％）

新規おはなし会開催

4/16

7回

①203%

②534%

③331%

④137%

535冊

5/14

10回

640冊

ﾌｫﾛｰ

ｱｯﾌﾟ

講座
6/30

①290%

③425%

④36%

11回

635冊

ﾌｫﾛｰ

ｱｯﾌﾟ

講座
7/30

②225%

10回

643冊

団体登録

①425%

③430%

10回

1,086冊

ﾌｫﾛｰ

ｱｯﾌﾟ

講座

延期

②508%

13回

387冊

臨時休館中（9/16～9/30）は中止

755冊

8回

①388%

④300%

ﾌｫﾛｰ

ｱｯﾌﾟ

講座
11/30

③93%

6回

915冊

①312%

②200%

③200%

7回

冊

新規掲載累計4回
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１　調理指導・衛生管理研修の実施

金属片の混入　０件

実施　問題なし

髪の毛の混入　０件 実施　問題なし

実施　問題なし

容器のバリ、ビニール
の混入　０件

４　容器のバリ、ビニールの混入防
止

食器かごのビニール被覆混入１件
調理器具の使用場所表示テープ混
入１件

(1)　触手、目視による使用前後の
器具確認（毎日）

洗浄時の食器かごの裏面確認
を加えることとした。

(2)　週１回、ザル等調理器具のメ
ンテナンスの実施

実施　問題なし

(3)　包丁使用時の手袋確認 実施　問題なし

衛生害虫の混入　０件 ５　衛生害虫の混入防止

(1)　通常３回の洗浄だが、野菜などに
害虫を発見した場合、４回以上洗浄す

実施　ほうれん草由来の昆虫の
幼虫混入１件、同カメムシ混入1

(2)　定期的に業者による衛生害虫
防除等を実施する。

実施　問題なし

１　衛生害虫防除施工
　　年３回
２　衛生害虫生息調査及び点検
　　１の実施日を除く毎月
３　外周害虫防除施工
　　年１回
４　ねずみ生息調査及び点検施工
　　毎月

令和3年度給食センター事業進捗状況管理表
年間スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
事業名 課題 目標 実施項目 進捗状況・結果 備　考

(1)　衛生管理事項の確認（講義と
実地）
　ア　日々の体調管理と報告
　イ　調理着、マスクの着用方法
　ウ　トイレでの手順

実施　問題なし

(2)　調理時順守事項の確認（口頭
説明）
　ア　前学期の反省、変更点及び
注意事項
　イ　野菜洗浄の手順
　ウ　機器の取扱手順
　エ　器具の洗浄手順と複数確認

実施　問題なし

実施　問題なし

実施　問題なし

(3)　ノロウイルス等注意事項確認
（口頭説明）
　ア　体調不良時の行動
　イ　家族の体調不調時の取扱

２　金属片の混入防止
(1)　スライサー等の使用前後の確
認をカゴごとにチェック表でチェック
する。

(2)　バター等の包み紙が混入しな
いよう複数名で作業し、剥がした
包み紙に破れがないかも確認す
る。
３　髪の毛の混入防止
　調理員が相互に服装確認する。
調理工程ごとに実施する。
　毎日実施する

(1)　栄養士により服装確認を概ね
1時間ごとにチェック表を用いて行う。
　　a　調理着に髪の毛等付着有無
　　ｂ　頭髪の露出有無　　
　　ｃ　帽子顎紐のはずれ有無　　
　　ｄ　マスクのズレ有無
　　ｅ　手袋の破損有無

1
異物混入のリ
スクの低減

令和２年度給
食センターが原
因の異物混入
（手袋の破片、
輪ゴム）が２件
発生している。



令和3年度給食センター事業進捗状況管理表
年間スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
事業名 課題 目標 実施項目 進捗状況・結果 備　考

１　調理の確認

  (1)　食材の成分確認

　(2)　調理工程の事前確認

　(3)　調理時に２人で確認

２　配膳情報の作成 実施　問題なし

　(2)　個人確認表の作成 実施　問題なし

　アレルギー担当栄養士による学
校等訪問

実施　問題なし

実施　問題なし

実施　問題なし

2

アレルギー対
応食の調理、
配膳の安全確
保

誤調理、誤配
膳の防止

誤調理　　０件

誤配膳　　０件



生涯学習課報告事項（１２月）

１ 生涯学習係

⑴ 令和４年成人式実行委員会

１２月１６日（木）午後６時３０分から

・令和４年成人式当日スケジュールの確認

⑵ 第３回社会教育委員会

１２月２２日（水）午前１０時から

・事業の進捗状況について

２ スポーツ係

⑴ 第９回スポーツ推進委員定例会

１２月４日（土）午後７時から

・ニュースポーツ研修「ボッチャ」

３ １月以降の主な事業等について

【会議】

⑴ 第１０回スポーツ推進委員定例会

１月８日（土）午後７時から

⑵ 令和４年長久手古戦場桜まつり実行委員会

１月２０日（木）午後２時から

【事業】

⑴ 令和４年長久手市成人式

１月１０日（月・祝）

１部 １０時３０分から 対象：北中学校区在住の新成人

２部 １２時から 対象：長久手中学校在住の新成人

３部 １４時から 対象：南中学校区在住の新成人

４ その他

杁ケ池体育館臨時休館

・期間：令和４年１月１８日（火）から１月２０日（木）まで

・内容：令和３年度杁ケ池体育館長寿命化工事 キュービクル切替え工事

資料６



講座募集、開講、実施、アンケート調査

  スマイル作成 発送

小学校運動場の稼働率

小学校体育館の稼働率

中学校体育館の稼働率

校区体育委員との協議

長小の参加者平均

6人 4人 中止 6人 中止 中止 6人 10人 　　人

東小の参加者平均

8人 6人 11人 9人 ７人 中止 7人 9人 　　人

令和３年度生涯学習課事業進捗状況管理表
年間スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

次年度講座の検討

デザイン、レイアウト検討 デザイン、レイアウト検討 スマイル作成 発送

92.9% 91.9% 100% 90.2% 93.3% 96.0% 98.4% 87.7% %

95.2% 73.2% 85.7% 87.7% 82.8% 86.0% 90.3% 92.2% %

93.4% 82.4% 84.2% 94.0% 85.3% 89.2% 88.8% 88.7% %

事業名 課題 目標 実施項目 進捗状況・結果 備　考

1

学習講座事
業（公民館講
座、ながくて・
学び・アイ講
座）

・市民に講座
情報が伝わっ
ていない。

・定員充足率
が低い。

・生涯学習情報
誌「スマイル」の
内容を見直す。

・定員充足率　
75％

①生涯学習情報誌「ス
マイル」を見てもらえるよ
うに目立たせ、市民目線
の内容へ変更する。

②受講者募集時のチラ
シなどに講座内容及び
趣旨を記載の上、募集
し、初回開講時に改め
て説明する。

①情報誌スマイルに掲載
する講座内容をイメージし
やくするため、講座の様子
の写真と講師等のコメント
を掲載する。

②１２月開講のながくて・学
び・アイ講座の初回開講時
に講座内容及び趣旨を説
明した。

教育振興
基本計画
基本目標

Ⅴ　生涯を
通じた学び
の機会提

供と支援の
充実

（１）市民の
自主的な生
涯学習活
動の推進

2

学校施設開
放事業及び
学校土曜開

放事業

（学校施設開
放事業）
利用可能日が
限られてい
る。

・稼働率　90％

①体育館窓口等で利用
者に学校施設の許可種
目や空き状況をお知ら
せする。

①１２月稼働率
小学校運動場　　　　％
小学校体育館　　　　％
中学校体育館　　　　％

教育振興
基本計画
基本目標

Ⅴ生涯を通
じた学びの
機会提供と
支援の充
実

（２）スポー
ツ環境の整
備

（学校土曜開
放事業）
長・東小学校
区の１回あた
りの参加人数
が平均約７人
となっている。

長小・東小学校
区の１回あたり
の参加人数を平
均１５人とする。

①校区体育委員と参加
者人数の増加について
協議する。

１２月参加者平均
長小　　　　人
東小　　　　人

教育振興
基本計画
基本目標

Ⅴ　生涯を
通じた学び
の機会提
供と支援の
充実

（３）スポー
ツに親しむ
機会の充
実

６月コロナのため開放中止 ８～9月コロナのため開放中止

９月コロナのため開放中止



令和３年度生涯学習課事業進捗状況管理表
年間スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
事業名 課題 目標 実施項目 進捗状況・結果 備　考

リスト表に基づく在庫確認の実施

不明品・破損品・整頓状況確認

意見交換会①4/28 意見交換会②9/27 意見交換会③

ニュースポーツフェスティバル

ニュースポーツ研修 ボッチャ

体験会企画・検討

体験会① 体験会② 体験会③ 体験会④ 体験会⑤ 体験会⑥

ｽﾎﾟｰﾂ
鬼ごっこ

ｽﾎﾟｰﾂ
鬼ごっこ

リーダー
養成講習
研修発表

アンガー
マネジメ
ント研修

3
各施設の備
品等管理事
業

各施設の備品
等が破損す
る。

毎月点検

①リスト表に基づく在庫
確認を実施する。

②３定に基づき、写真で
表示をして管理する。

③不明品・破損品・整頓
状況を確認する。

④管理人との意見交換
会を年３回（期に１回）実
施する。

①、②、③リスト表に基
づき在庫確認を行い、特
に不備等はなし。合わせ
て不明品・破損品の確認
を行い、整頓した。
（12/4）

教育振興
基本計画
基本目標
Ⅴ生涯を通
じた学びの
機会提供と
支援の充
実
（２）スポー
ツ環境の整
備

4
ニュースポー
ツ事業

ニュースポー
ツの普及活動
がされていな
い。

ニュースポーツ
フェスティバル及
び体験会を実施
する。

①ニュースポーツイベン
トを実施する。（年１回）

②ニュースポーツ体験
会を実施する。（年６回）

③スポーツ推進委員に
よるニュースポーツ研修
を継続的に実施する。

①11/3に予定していた
ニュースポーツフェスティ
バルは、新型コロナウイ
ルス感染症拡大防止の
ため中止とする。(7/3)

②ニュースポーツ体験会
はコロナ禍のため当面
の間中止とする。(5/8)

③ニュースポーツ研修
「ボッチャ」（12/4)

教育振興
基本計画
基本目標
Ⅴ　生涯を
通じた学び
の機会提
供と支援の
充実
（３）スポー
ツに親しむ
機会の充
実



①第2回
①打合せ ①第1回本部会議 ①打合せ 本部会議

6/11 7/13

12/24冬休み

②関係団体等への協力依頼等 宿題教室

8/18夏休み ③活動支援者
宿題教室 向け説明会

③土曜塾の開催

声かけ・指導の実施（毎月）

小119人 小40人 小0人 小94人 小107人 小102人

中82人 中80人 中0人 中51人 中76人 中54人

前年度月45時間超過人数

小23人 小4人 小108人 小99人 小0人 小98人 小115人 小85人 小66人 小38人 小82人小102人

中5人 中0人 中57人 中75人 中9人 中77人 中76人 中56人 中41人 中48人 中52人中30人

小142人 小101人 小119人 小40人 小0人 小94人 小107人 小102人

中79人 中66人 中82人 中80人 中0人 中51人 中76人 中54人

令和３年度教育総務課事業進捗状況管理表
年間スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

小142人 小101人

中79人 中66人

事業名 課題 目標 実施項目 進捗状況・結果 備　考

1
地域学校協働
本部協働活動

の推進

地域の特性を
活かした学校
運営が活性化
されていない。

新規事業を１以上
増やす

①本部会議の開催
②関係団体等への協力依
頼
③土曜塾及び課外活動支
援の実施

冬休み宿題教室を12/24
（金）に開催
　小学生4人、ボランティア12
人参加

教育振興基
本計画

基本目標Ⅳ
地域・家庭・
学校の連携

強化と協働の
仕組みづくり
基本施策⑴
長久手版コ
ミュニティ・ス
クール設置に
向けた仕組み

づくり

2
勤務時間の適

正化

全教職員につ
いて、在校時
間超過時間を
月45時間、年

360時間以内に
する。

在校時間が月45時
間を超過している教
職員数を小学校、中
学校ごとに把握し、
要因を分析する。

①在校時間が月45時間を
超過している全ての教職員
に対して、管理職から声か
け・指導の実施。
②校長会、教頭部会におい
て、在校時間の状況を伝え
るとともに、対応策の情報
共有を実施。

１１月在校時間が月45時間
を超過している教員の人数
　・小学校　１０２人
　・中学校　　５４人

【12/20現在】１２月在校時間
が月45時間を超過している
教員の人数
　・小学校   ３９人
　・中学校   ２２人

（関連）
教育振興基

本計画
基本目標Ⅲ

子どもの学び
を支える教育
環境の整備
基本施策⑸
教育多忙化
解消への取
組の推進

資料７



令和３年度教育総務課事業進捗状況管理表
年間スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
事業名 課題 目標 実施項目 進捗状況・結果 備　考

訓練実施 訓練実施 訓練実施

検討委員会の実施 検討委員会の実施 検討委員会の実施

7/26第１回 11/18第2回

ｱﾚﾙｷﾞｰ事故件数

0件 0件 1件 0件 0件 ０件 0件 0件 ０件

研修の実施　９校 研修の実施９校

運用方針の見直し 打合せ(10/18) 打合せ(12/8)

検討部会の開催

第２回(6/29) 第３回(7/13) 第４回(9/28) 第５回(11/2) 第６回

第１回(6/15)

3
食物アレル
ギーの事故防
止

食物アレル
ギーの代替食
の誤食と、食物
アレルギー事
故の防止

年間のアレルギー
事故を０件とする。

学期に1回の各学校のマ
ニュアルに基づく訓練の実
施と訓練の全員参加(100%)

毎学期訓練実施

（関連）
教育振興基

本計画
基本目標Ⅲ

子どもの学び
を支える教育
環境の整備
基本施策⑷
危機管理体
制の構築

4
ＩＣＴ教育・情
報モラル教育
の推進

ＧＩＧＡスクール
構想の運用体
制づくりが必要
である。

①全学年の児童生
徒の授業で、ICT機
器をより一層活用す
る。
②家庭学習に向け
た、環境、運用方針
の整備を行う。

①-１ 教員を対象にICT機
器活用の研修を行う。

①-２ 端末運用方針の見直
しを行う。

② ICT機器の持ち帰りの課
題を検証し、環境面と運用
面の整備を行う。

①－２　端末運用方針の見直し
を継続中。

②　モバイルルーター貸出しの
保護者宛お知らせ文書を配布
した。

教育振興基
本計画

基本目標Ⅰ
生きる力の育
成に向けた取

組の充実
基本施策⑷

確かな学力の
育成


